
6清水町議会だより
令和４年５月　169号

第3回定例会
（令和4年3月）行政報告/審議結果

条
例
改
正

▼ 

清
水
町
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

条
例
の
一
部
改
正

　

清
水
町
の
休
日
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

清
水
町
情
報
公
開
条
例
の

一
部
改
正

　

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
廃
止
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

清
水
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

　

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
廃
止
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
職
員
の
服
務
の
宣

　

誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

改
正

　

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
の
施
行
に
伴
い
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

　

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

行
政
報
告

第2回臨時会
（令和4年2月）

▼ 

清
水
町
の
休
日
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

国
や
道
の
関
係
機
関
と
年

末
年
始
の
休
日
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

改
正
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

除
雪
車
両
に
よ
る
物
損
事

故
に
つ
い
て

　
　
　

１
月
25
日
臨
時
会

　

１
月
13
日
午
前
10
時
30
分

頃
清
水
町
字
人
舞
２
５
８
番

地
12
地
先
の
町
道
人
舞
西
１

線
道
路
に
お
い
て
、
町
が
委

託
業
者
へ
貸
与
し
て
い
る
車

両
が
除
雪
作
業
中
、
吹
雪
に

よ
る
一
時
的
な
視
界
不
良
に

よ
り
路
肩
に
脱
輪
し
、
立
て

直
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
反

対
車
線
側
に
飛
び
出
し
、
北

海
道
電
力
株
式
会
社
所
有
の

電
柱
に
接
触
し
損
壊
さ
せ
た
。

　

電
柱
に
係
る
損
害
賠
償
に

つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
、

確
定
後
議
案
及
び
補
正
予
算

を
提
案
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
除
雪
装
置
部
分
が

損
傷
し
て
お
り
、
現
在
点
検

調
査
中
で
あ
る
。
な
お
、
運

転
手
の
怪
我
は
な
い
。
今
回

の
事
故
を
受
け
て
委
託
業
者

並
び
に
運
転
手
に
対
し
て
、

再
発
防
止
に
向
け
て
指
導
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
慎
重
に
業
務
を
行
う

よ
う
指
揮
監
督
す
る
。

▼ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
状
況
及
び

５
〜
11
歳
の
小
児
接
種
に

つ
い
て

　
　
　

３
月
11
日
定
例
会

　

国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
３
月
８

日
現
在
の
初
回
接
種
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
12
歳
以
上
の

１
回
目
接
種
者
数
が
７
６
６

１
人
、
２
回
目
の
接
種
者
数

が
７
６
１
５
人
で
、
対
象
者

に
対
す
る
接
種
率
は
１
回
目

が
８
８
・
７
％
、
２
回
目
が

８
８
・
２
％
で
あ
る
。

　

追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
18
歳
以
上
の
方

に
接
種
券
一
体
型
予
診
票
等

を
送
付
し
、
個
別
接
種
は
２

月
１
日
か
ら
、
集
団
接
種
は

２
月
６
日
か
ら
開
始
し
た
が
、

３
月
８
日
現
在
の
接
種
者
数

は
３
８
０
８
人
で
、
対
象
者

に
対
す
る
接
種
率
は
５
４
・

５
％
で
あ
る
。
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
接
種
者
数
は
2
７

５
３
人
で
、
対
象
者
に
対
す

る
接
種
率
は
８
４
・
８
％
で

あ
る
。

　

ま
た
、
重
症
化
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
小
児
に
は
接
種
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
、
国
か
ら
小

児
を
対
象
に
し
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

小
児
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

専
門
医
師
が
在
籍
す
る
清
水

赤
十
字
病
院
を
会
場
に
し
て

個
別
接
種
で
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
既
に
対
象
と

な
る
方
へ
の
案
内
送
付
を
し
、

３
月
10
日
か
ら
接
種
を
開
始

し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
接
種

事
務
の
円
滑
な
執
行
に
努
め
る
。

　

清
水
町
の
休
日
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に

よ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

育
児
休
業
及
び
部
分
休
業
の

取
得
要
件
の
緩
和
等
を
図
る

改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
議
会
議
員
の
議
員

　

報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

　

用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
３
年
度
人
事
院
勧
告

に
よ
り
期
末
手
当
の
一
部
を

削
減
す
る
た
め
改
正
す
る
。

ま
た
、
費
用
弁
償
に
つ
い
て

管
内
最
低
水
準
で
あ
る
こ
と

か
ら
改
正
し
改
善
を
図
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
常
勤
特
別
職
員
の
給
与
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
３
年
度
人
事
院
勧
告

に
よ
り
期
末
手
当
の
一
部
を

削
減
す
る
た
め
改
正
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
３
年
度
人
事
院
勧
告

に
よ
り
期
末
手
当
の
一
部
を

削
減
す
る
た
め
改
正
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職

　

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　

正

　

清
水
町
の
休
日
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
職
員
等
の
旅
費
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

管
内
の
状
況
を
鑑
み
改
善

を
図
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
固
定
資
産
評
価
審

　

査
委
員
会
条
例
の
一
部
改

　

正

　

審
査
申
出
書
等
へ
の
署
名
、

押
印
を
不
要
と
す
る
改
正
を

行
う
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
火
入
れ
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正
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第3回定例会
（令和4年3月）審議結果

請願審査の結果請願審査の結果 　３月定例会前に受理した町民からの請願は２件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定しました。

第2回臨時会
（令和4年2月）

押
印
の
見
直
し
を
行
う
た

め
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
の
消
防
団
の
設
置

　

及
び
消
防
団
員
の
定
員
並

　

び
に
非
常
勤
消
防
団
員
の

　

任
命
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

消
防
団
員
の
出
動
手
当
を

出
動
報
酬
に
改
め
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改

　

正管
内
の
状
況
を
鑑
み
改
善

を
図
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
実
費
弁
償
支
給
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

管
内
の
状
況
を
鑑
み
改
善

を
図
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

件 　　　名 提　出　者 審査
委員会

委員会
結果

本会議での
結果と措置

コロナ禍での消費拡大対策の強化に
関する請願 清水町農民連盟　 総務産業

常任委員会 採　択
採　択

意見書を提出

選択的夫婦別姓制度の議論の活性化
を求める意見書の請願

日本労働組合総連合会
北海道連合会清水地区連合会

厚生文教
常任委員会 不採択 不採択

補
正
予
算

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
13
号
）

既
定
予
算
に
１
億
２
６
９
０

万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
９
５
億
９
４
８
６
万

８
千
円
と
す
る
内
容
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

４
号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
４
号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

　

号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
３
年
度
水
道
事
業
会

　

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
３
年
度
下
水
道
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

そ
の
他
の
議
案

▼
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

人
事
案
件

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

猪
早
紀
子
さ
ん
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
し
た
い
旨
の
町

長
提
案
が
あ
り
、
議
会
は
「
適

任
」
と
し
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

残
間
美
樹
さ
ん
を
選
任
し

た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
「
同
意
」
し
ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

田
宮
勝
美
さ
ん
を
任
命
し

た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
「
同
意
」
し
ま
し
た
。

猪早  紀子 さん

意見書 コロナ禍での消費拡大対策の強化に関する意見書　（全員賛成で可決、関係機関に送付）
（本文要約）農業においては昨年豊作基調となったものの、長引くコロナ禍の影響から大幅な在庫を
抱える状況に陥っており、農畜産物の需要喚起と消費拡大対策を強化するとともに、地域経済を活性
化する対策など地方自治体への対策関連予算を十分に措置すること。

ロシアによるウクライナへの侵攻を非難し
平和的解決を強く求める決議　賛成多数で可決
（本文要約）　ロシアはウクライナへの軍事侵攻を行い、更に核兵器使用について言及し、国際社会を
挑発している。我々清水町議会は、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に抗議するとともに、
世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍を即時に完全かつ無条件で撤退させるよう、国際法に基づく
誠意を持った対応を強く求める。

田宮  勝美 さん 残間  美樹 さん


